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L17a 特異小惑星から彗星になったC/2002 CE10の中間赤外線域での熱観測
○関口朋彦、高遠徳尚、渡部潤一 (国立天文台)、宮坂正大 (東京都庁)、Budi Dermawan(東大)

LINEAR、NEAT、LENEOS、Spacewatchなどに代表される検出プロジェクトによる小惑星の大量発見の結
果、ここ数年間で軌道長半径 (a)、離心率 (e)、軌道傾斜角 (i)の異常に大きな軌道をもつ小惑星が発見されてきて
いる。中には傾斜角が 90°よりも大きく、オールト雲起源のハレー型彗星のような逆行軌道をとる散乱天体も存
在する。これらはこれまでの太陽系外縁部小天体の分類でのTNOs、Centaursなどには属さない特異小惑星であ
り、いまだ固定した名称はなく新しい範疇となりうる一群である。我々はこれらの天体群に注目し、小惑星、彗
星、または他の外縁部小天体との類似、相違、関連を知るべく観測を行っている。
当初特異小惑星として発見された 2002 CE10 (a=9.82AU、e=0.792、i=45.5°) はすばるによる可視撮像観測の
結果、彗星の尾が検出され彗星登録するに至った (Takato et al., IAUCircular 8193, 2003)。しかしながら、彗星
としての活動を表す彗星コマは検出されなかった。このように尾だけが観測されコマが検出されていない彗星は
他には 133P/(7968) ELst-Pizarroのみであり、これは彗星活動起源ではなく衝突起源の尾とも考えられている。
よって、この C/2002 CE10は、これまででもっとも活動度の小さな彗星であり、小惑星と彗星の遷移天体と言
え、この点においてコマに覆われていない彗星核を直接観測できる天体と言えよう。
我々は近日点通過後のC/2002 CE10をESO3.6m望遠鏡の中間赤外観測装置TIMMI2 を用いて、Nバンド (8.6
μm)の測光観測を行った。木曽観測所のシュミット望遠鏡とすばる望遠鏡による可視の測光結果を採用し、広く
小惑星に適用される標準熱モデル (STM)による解析の結果、天体の有効半径：r=12km, 幾何学アルベド：pv=0.02
の結果が得られた。これは彗星としてはその径は比較的大きく、またアルベドは探査機によるハレー彗星の彗星
核の測定値 0.04や、同様の地上中間赤外線観測による同種の特異小惑星の観測結果 (0.02–0.03)と一致する。


